
「第2期 四日市市まち・ひと・しごと創生総合戦略（2020年度～2024年度）」（案）
意見の内容と市の考え方

№ 意見の内容 意見に対する市の考え方

1 　今回計画は、基本方針を「誰もが豊かで幸せに暮らせる
東海の中枢都市・四日市」とし、四つの基本目標のもと
夫々に基本的方向・具体的施策に体系化され記載されて
います。基本目標１には「果敢に挑戦し、新時代に飛躍す
る産業のまち」を掲げ、基本方針の「東海の中枢都市」創
造の中核とする積極的な計画となっています。
　この計画の体系には、「中小企業」の表現・記載が全くあ
りません。現計画には、基本目標の基本認識として「もの
づくりを支える高い技術により、世界に評価される中小企
業が存在」などの記述があり、「重点政策」・「具体的施策」
として「中小企業等の競争力強化・創業支援」等と明確な
計画上の位置付けがなされています。
　四日市の産業集積は、多様な中小企業が夫々積み重ね
た技術や誇りと確信しますので、中小企業の位置付けや
期待する役割を計画に反映されることを要望します。

2 　この計画は、国において「地方創生を推進するため、地
方版総合戦略に基づく自治体の取組に対し、規制緩和の
特例措置や地方創生推進交付金などの支援を行う」とされ
ています。この制度を積極的に活用し、特に、地域の実態
に適合しない規制緩和の特例措置の導入など、内閣府所
管でなければ進展しない計画を策定し、特に、次の視点
で実現されることを要望します。
　四日市市の既存企業のＢＣＰ（事業継続計画)取組に対
する支援が必要です。
　一つは、急激な少子高齢化に対応する具体的対策で
す。
　二つは、想定外といわれる災害への具体的対策です。
　特に、各企業が担ってきた夫々の役割を早期に果たし、
連携して事業継続に繋げる仕組みづくりです。

　地方版総合戦略は、人口減少に歯止めをかけつつ、東
京圏への一極集中是正によって、将来にわたって活力あ
る地域社会を実現する「地方創生」を推進するために策定
するものです。
　このことから、第２期戦略の基本的な考え方として「四日
市市総合計画（2020年度～2029年度）」を基本とし、計画
に位置付けた政策・施策のうち、本市ならではの強みや魅
力を伸ばすことで優位性と存在感を高めるなど、「地方創
生」につながる取組を抽出して体系化することとしました。
　本市は、日本を代表するものづくり産業の都市です。こ
のことは、地域の経済活動を牽引するとともに、雇用の場
が確保されることで定住促進につながるものであり、地方
創生を進めるうえでの大きな強みとして、さらに伸ばしてい
く必要があります。
　また、ご意見のとおり、今日の多様な産業集積は、本市
でも従業員数の約９８％を占め、高い技術力でものづくり
産業を支えてきた中小企業の功績によるところが大きく、
本市の強みを伸ばすという意味で、中小企業の競争力強
化にも積極的に取り組んでいく必要があります。
　これらのことから、第2期戦略では「果敢に挑戦し、新時
代に飛躍する産業のまち」という基本目標を実現するため
の基本的方向として、ベースである総合計画の「重点的横
断戦略プラン」のテーマから抽出し、戦略案のP8にありま
すように「AI、IoT等の新技術を活用できる人材を育成し、
ものづくり産業の生産性を向上させる」と位置付けたところ
です。
　これは、第４次産業革命という新しい時代の流れへの対
応が求められる中、企業がAI、IoTの積極的な活用により、
少子高齢化がもたらす人手不足などの課題を克服し、生
産効率を高めて競争力を強化するため、支援を行うもので
す。
　同ページの具体的施策においても「AI、IoT等を導入し、
工場のスマート化に取り組むコンビナート企業や中小企
業、市内製造業に対する支援を行います」と「中小企業」
への支援を明確に記載したところです。

　戦略における中小企業の位置付けは説明のとおりです
が、ものづくり産業全体の生産性向上を図るためには、特
に導入が進んでいない中小企業における先進技術導入を
促進し、人手不足の克服と生産効率の向上につなげる必
要があるとの考えを明確にするため、以下のとおり加筆修
正します。

Ｐ８．基本的方向２
第4次産業革命の実現のためにも、特に導入が進んでい
ない中小企業におけるAI、IoT等の先進技術導入を促進
し、労働負担を軽減するだけでなく、集約されたビッグ
データを活用した生産効率の向上を図るスマート化への
取組が必要となります。
　
　なお、戦略の策定目的である地方創生の観点には、想
定外の事態に備える災害対策は、直接的には馴染まない
と考えており、特に記載はしておりませんが、　個々の企業
のBCP策定にあたっては、商工課所管の「四日市市企業
OB人材センター」（橋北交流会館内）でご相談を行ってお
りますのでご活用ください。


